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【農薬解説】 

○アセタミプリド 

『モスピラン』などの商品名で販売されている殺虫剤です。広く使用されている有機リン系農薬などに

対して効きにくくなった多くの害虫に対しても効果があります。 

平成23年度に実施した検査において、きゅうり(市内産)から検出された農薬です。 

  

○アゾキシストロビン 

『アミスター』などの商品名で販売されている殺菌剤で、多くの菌類に対し強い抗菌効果があります。 

平成23年度に実施した検査において、きゅうり(市内産)及びブロッコリー（アメリカ産）から検出された

農薬です。 

 

○クレソキシムメチル 

『ストロビー』などの商品名で一般的に販売されている殺菌剤です。特にうどんこ病、黒星病、べと病な

どに対して効果があるとされています。 

 

○クロチアニジン 

『ダントツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。半翅目害虫やアザミウマ目害虫などの各種害

虫に高い殺虫効果がある一方で、蚕やミツバチなどに影響を及ぼす恐れがあることも知られています。 

平成23年度に実施した検査において、きゅうり(市内産)、だいこん【葉】（市内産)及びなす（市内産)か

ら検出された農薬です。 

 

○クロルフェナピル 

『コテツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。多くの野菜に適用があり、従来の殺虫剤に耐性

がある害虫に対しても効果があります。 

平成23年度に実施した検査において、きゅうり(市内産)から検出された農薬です。 

 

○チアメトキサム 

『ビートルコップ』などの商品名で販売されている殺虫剤で、半翅目や鱗翅目等の広範囲な害虫に効

果があります。 

平成23年度に実施した検査において、なす（市内産)から検出された農薬です。 

 

○フェンプロパトリン 

『ロディー』などの商品名で一般的に販売されている殺虫剤です。広範囲の害虫（特にハダニ類）に対

して有効的に作用する農薬です。 

 

○フルバリネート 

『マブリック』などの商品名で一般的に販売されている殺虫剤です。特にアブラムシ類に低濃度で安定

した効果を発揮します。ミツバチに対する影響が少ないため、開花期の防除に利用できます。 

 

○ペルメトリン 

『アディオン』などの商品名で一般的に販売されている殺虫剤です。茶、果樹、野菜などの主要害虫

の防除に使用される農薬です。 
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